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「総合的な学習の時間」の可能性 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１日（月）学校開放日 
保護者・地域の方、あわせて７５名の参観でした。

（ちなみに４月２５日の授業参観は、２１０名の参
観でした。）参観ありがとうございました。７年生は
１校時に、NPO 法人子どもとメディアの小松直子さ
んを招いて「インターネット適正利用教室」、８年生
は３校時に、飯塚少年サポートセンターの本田章さ
んを招いて「薬物乱用防止教室」を行いました。 
（保護者の感想） 
・グループワーク中は、先生が子どもたちの話し合い
を見守り、一人一人が安心して活動できるよう支
えておられる姿が印象的でした。 

・先生の説明を聞くときには、しっかり耳を傾け、 
 問題を解く時には、しっかり取り組んでいました。 
はやく解き終わって生徒が、わからない生徒を教
える姿も見られました。とてもよかったです。 

・薬物乱用防止教室は真剣に講師の話を聞いていま
した。とても感動しました。 
 

８月の主な行事 

６日（木）出校日（平和学習） 小中合同研究会 

７日（金）嘉飯新人（水泳） 

１０日（月）～１５日（土）学校閉庁日 部活動休止 

２４日（月）～２８日（金）学習出校日 

※ ９月１日（火）始業式 
 

 

毎月２０日は、学校安全の日です。  
５月２９日（金）防犯訓練 

不審者が学校内に侵入した場合の、危険回避や不
測の事態による対処の仕方を学び、安全な行動がと
れるように訓練を行いました。事前指導として、各
学級で、不審者から安全に身を守る方法について話
し合いました。事後指導として、各学級で、真剣に
訓練に取り組めたか、落ち着いて行動できたか、振
り返りを行いました。 
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７年生は、５月２２日（金）小学部の土師雄大（はじゆうだい）先生から JICA（独立行政法人国際
協力機構）で、アフリカのモザンビークでの２年間の体験について話を聞きました。この活動を導入に、
１学期は、働くとは何か、職業とは何かについて、調べ学習をすすめていきます。そして、７月１０日
（金）に福岡市の「キッザニア福岡」へ行き、様々な職業を体験します。 
（土師先生の話の内容） 

・「自分で必要なお金は自分で稼ぐ」をモットーとして、教員以外でも働いた。 
・海外で働いて感じたことは、世界をカテゴナイズ（場合分け）して理解したつもりに 
なっていた。実際にみて、触れて、向き合うと全然理解できていなかったことがわかった。 

・「世界」をみることは、「自分」をみることだと日本に帰国して気づいた。 
 （生徒の感想） 
・人の役に立てるということはすごいなぁと思いました。自分も人の役に立てることをしたいと感じま
した。 

・日本の何倍もきつい生活を、他国の同い年の子はしていることを知り、私たちが日々当たり前のよう
に生活していることは、感謝しないといけないと思いました。 

・水道や電気がない生活でも、楽しくいきいきと生活している海外の子どもをみて、心がとてもあたた
かくなりました。 

 
 

７月の主な行事 
１日（水）人権学習 
４日（土）嘉飯総体（卓球男女、バスケ女） 
５日（日）嘉飯総体（バスケ男、バレー女） 
６日（金）～１０日（金）数学リカバリーウィーク 

１０日（金）キッザニア福岡（職業やサービスを体験）７年 
１１日（土）嘉飯総体（バスケ決、バレー決）筑豊（卓球、水泳） 
１４日（火）裁判所見学（説明、模擬裁判員裁判） 
      大宰府天満宮合格祈願 ９年 
１５日（水）スペース LABO 見学 ８年 

給食終了 
１７日（金）終業式 
１８日（土）筑豊総体（陸上競技、卓球、バスケ、バレー） 
１９日（日）筑豊総体（陸上競技、卓球、バスケ、バレー） 
２２日（水）筑豊総体（野球） 
２６日（日）県総体（陸上競技）  
２７日（月）～３１日（金）家庭訪問 三者面談 
２７日（月）県総体（陸上競技、野球、卓球、水泳） 
２８日（火）県総体（陸上競技、野球、卓球、水泳） 
２９日（水）県総体（野球） 
３０日（木）県総体（野球、バスケ、バレー） 
３１日（金）県総体（バスケ、バレー） 

〇 体育会後、どの学年も「自らの生き方を考えることができるようにする」総合的な学習の時間が始まっていま
す。総合的な学習の時間は、「自分さがし」の時間です。それは、これまでの自己を超えることです。そのた
め、たくさんの「価値ある体験」を積ませ、主体的に、しかも自律的に課題を探究していくことと考えます。 

〇 古代ギリシャの哲学者に、アリストテレス（紀元前４世紀）がいます。このアリストテレスは、「人間は目標
を追い求める生き物だ。目標に向かい努力することによってのみ、人生が意味あるものとなる。」と述べまし
た。この言葉は、人間らしく充実した人生を築いていく上で、「自分ならではの目標をもつ」ということが、い
かに大切であるかを指摘しています。また、「人生が意味あるものとなる」とは、「自分の人生を自信と誇りを
持って生きていけるようになる」という意味にもとれます。総合的な学習の時間やキャリア教育の中で、さまざ
まな体験や出会いがあります。生徒の皆さんには、その体験や出会いの中から、「自分ならではの目標」をみつ
けてほしいものです。 

 


